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糖鎖切断技術でがん細胞の細胞運動性を制御する新たな治療戦略が生まれる。

利用成果報告書

成果公開有償利用

膵がん細胞の糖鎖切断を介した抗体医薬増強薬の開発

Leica社製TCS SP8 共焦点レーザー顕微鏡

これまでに膵がん細胞表面に存在する糖鎖は、酵素処理で切断が可能であることを見出している。本研究では糖鎖切断酵素を用いて

膵がん細胞表面の糖鎖を切断した際に制御される細胞内シグナル伝達系をTCS SP5 IIプリズム分光型共焦点レーザー顕微鏡で可視

化解析した。その結果、酵素的に糖鎖を切断することで、膵がん細胞表面に存在する細胞接着分子の特性が変化し、細胞運動に関わ

る細胞内シグナル伝達系が制御されることを見出した。
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